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(綾部貴典 ･竹中 均･溝田 稔､
宮崎医大･衛生)
･霊長規に兄いだされたプロセスト迫伝子Pl17
について
(竹中晃子,名古屋文理短大･食物栄養).
(平成8年度)
･霊長類とヒトアデニル酸キナーゼの構造機能解
析による酵素タンパク質の分子進化に関する研究
(綾部貞典 ･損田 稔､宮崎医大･
衛生､竹中 均,杏林大 ･生化)
･マカク属サルにおけるアミロイドβタンパク前
駆体遺伝子の変異
(針原伸二､東京大･理学部)
･ペプシノゲン分子進化からみた蛾人狼3柚の系
統関係
(成田裕一､名古屋大･戯学部)
･旧世界ザルにおける免疫グロブリンCα迫伝子
の進化
(隅山伽太,国立迫伝研)
･霊長類に兄いだされたプロセスト迫伝子Pl17
について
(竹中晃子.名古屋文理短大･食物栄並)
(平成9年度)
･霊長類色覚オプシン遺伝子の解析
(河村正二､東大･院埋)
･霊長頬特に新世界ザルのMHCclass_迫伝子の
多型解析およびタイピング法の確立
(松本芳嗣･細川朋子･HenyArwati･
橋本紀子･林田直樹､東大･院戯)
･ペプシノゲン分子進化からみた坂入狼4種の系
統関係
(成田裕一.名古屋大･戯学部)
･霊長規における血液型迫伝子の進化
(斎藤成也･北野 替･野田令子､
国立遺伝研 ･総合研究大学院)
･霊長類における免疫グロブリンCα迫伝子の進化
(隅山髄太､国立迫伝研)
･霊長類及び霊長頬に感染するヘルペスウイルス
のチミジル酸合成酵素の分子進化
(錫谷達夫,旭川医大 ･細歯)
･霊長薫別こ兄いだされたプロセスト迫伝子Pl17
について
(竹中晃子､名古屋文理短大･食物栄養)
･霊長較ALU配列のコンビュ｢夕解析
(富田 勝､慶応大･環境情報､戸田好夫､
慶応大･政詫メディア)
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